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フロベールの二項性に関する一考察
一〇rgue皿とFoiの対立にっいて一
佐々木　順　子
＜Je　serai　une　des　colonnes　du　temple．　Apr6s　saint　AIltoine，　saint
Julien；　et　ensuite　saint　Jean－Baptise；je　ne　sors　pas　des　sa血ts＞（1）　と
フロベー一ルが述べているように，聖者たちが彼の関心をひき続けたのは何故だろう
か。
OrgueilとFoiの対立という観点から，これらがフロベールの作品創造にどのよ
うなかかわりをもっているか検討してみたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）tロベールのく二項性〉についてはA．ティボーデが＜vision　binoculatre＞
という言葉で表現しているが，様々な言及が見られる。
フロベールの二項性に関する研究は大きく2つに分けられると思われる。
1）フロベール個人の考え方に関するもの
たとえばDescharmesは次の箇所に言及している（3）。
Je　n’ai　jamais　vu　un　enfant　sans　penser　qu’il　devielldrait　vieillard，
ni　un　berceau　sms　s。nger　a　une　t。mbe（4≧
La　c・nt・mpl・ti・n　d・un・f・mm6　m・f・it・e…註・・n・qu・1・tt・（5）．
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2）作品創造に関するもの
ティボーデがくvision　binoculaire》という場合，個人的な考え方に関するもの
＜Sa（Flaubert）fagon　de　sentir　et　de　penser＞　と，作品創造にかかわるもの
（＜la　mani6re　de　le（le　sujet　de福α伽配8βoyαrア）traiter＞）との両者を考
えていると思われる（6）が，後者におけるbinocularit6を発展させたのはGothot一
Merschである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oqodolphe　est　l）ien　a　1’oppos6　de　Charles　et　de　L60n，　natures　molles
et　temes．　Entre　ces　trois　portraits　s’6tablissent　donc，　d’une　part　un
parall61isme（Charles－L60n），　d’autre　part　une　opposition（L60n－Rodolphe）．
Nous　rencontrerons　souvent　ces　schさmes　structurels　au　cours　de　notre
6tude；c’est，　en　partie，　par　rapprochements　et　anti－th6ses　que　Flaubert
ac・mp・・6福・伽・β…が7λ
同じような主張はMarie－Jeanne　DurryのFZαめε7’ε’∫ε∫proノε∫∫fη6d∫∫∫に
も見られる。但しDurryはコントラストによる描写を極力隠そうとする努力が
LE伽c副oη∫εη’伽ε配αzθには顕著だと述べているが（8）。
Gothot－Merschもportraitsに関するコントラストを研究し，こうした二項性が
顕著なのはごく初期の作品だと述べている（9）。
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿
それではorgu　e∬とfoiという対立関係はいつ頃成立し，それは作品創造にどの
ような影響を与えただろうか。またそれはフロベールの考え方とどのようなかかわ
りをもっているだろうか一これらの点について検討してみたい。
D成立時期
1849年の初稿Teη’α’∫oηにおいてこの対立関係は意識的に作品創造に寄与する
sept　p6ch6sとvertus（charit6，　foi，　esp6rance）が聖アントニウスを獲得しよ
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うと争う場面は有名であるが，Club　de　rHonnete　Homme版のsc6nariosをみ
ると，　〈L・Orgue皿et　la　Foi　le（Anto血e）font　entrer　dalls　la　chapelle（lo）〉，
一このシーンは後に　くL’Orguen　entre　dans　la　chapeUe．　La　Foi　veut　l’en
empecher（11）〉に変化し，対立関係がいよいよ顕著になるが一他にもくDuel
d・1・F・i・td・PO・gu・丑（12）〉，〈Di皿。gue　ent・e　1・F・i・t　rO・即・n（13）〉
などSC6nariOSの段階で対立関係は明らかである。
またアントニウスとApollonius　de　tyane（古代ギリシァの哲学者で，あらゆる
学問を学んだと自負し，アントニウスと議論をするためにやってくる）の対立場面
を創作するにあたり，フロベールは後者を早い時期から　くdemier　degr6　de
1’orgue丑》・と規定している。
それではこうした対立関係はそれ以前においてはどのようになっているだろうか。
1838年のLαDαη∫θdθ3〃207’8あたりから，キリストがorgue皿の化身である
サタンと対立するものとして描かれるようになる。この図式は1年後の3配¢酌に
おいては聖者対サタンの対立関係になっている。
それ以前の作品一例えばRα8θθ’加ρぬ∬αη06（1836）では，生埋めにされた
Ohmlh1氏は助けがこないことに腹をたて，　＜se　roulant　dans　sa　tombe　en
m・udissant　Di，u、vec　d，、　cd、　a　la　b。u、he　et　1，　d6・esp。i・dm・ram・（14）〉
神にのろいの言葉をかけるのであるが，この作品には＜orguen＞という言葉は一度
も出てこない。これはフロベールがfoiを攻撃することがorgue且そのものである
ということに気づいていないからではないだろうか（15）。
キリスト対サタンという図式ではfoiを攻撃するのもorguenであると自覚され
るようになっている。
フロベ＿ルの作品に何故この対立関係がつきまとっているかについては後に
述べるが，ところでフロベールのcr6ationにおいて，このorgue皿とfoiの対立関
係が真に作品創造の原動力となるためには・orguei1は人間一般に共通したもの
であるという認識に立ち・　自分自身の　orgue∬　を自覚することが必要なのであ
るが（一般化），一　フロベールは個人的な事柄をストレートに表現するの
でなく，96n6raliSatiOnのカムフラージュのもとに表現する傾向がある一それで
はこうした傾向に影響を与えたものは何であったろうか。
2）影響
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先に述べたキリスト対サタンの対立関係は当時流行していた人間の運命に関する
詩，小説などの影響があると思われるが（E．Quinet，オ加∫y6r雄，1833など），
1842年に出版されたSaissetの翻訳によるrエチカ』の影響を看過することはで
きない。
Saissetはその出版にあたり，　Avant－proposで
J’ai　pens6　qu’une　traduction　6tait　absolument　n6cessaire　pour　donner
enfin　des　amis　ou　des　adversaires　s6rieux　a　Spinoza；et　j’ai　meme　os6　esp6rer　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
qu’elle　pourrait　mettre　un　terme　a　cette　aveugle　et　st6rile　controverse
qui　s’agite　depuis　l5　ans　dans　le　vide…
とスピノザに対する様々な誤解をとくために翻訳を試みたと述べている。
事実フロベールはAlfred　Le　Poittevinからスピノザの存在を知ったのであるが，
その知識は部分的なものにすぎなかったように思われる。
例えば5〃～α7戻1839）を見てみよう。この作品ではスピノザの影響は2つあると
思われる。
1）i1（Dieu）s’inquiete　peu　si　le　vemlisseau　mange　et　s・il　meurt（16λ
一これは第5部定理17の「神はいかなる受動にもあずからず，　またいかなる
喜びあるいは悲しみの感情にも動かされない（17）」の影響による一節であると思わ
れる。
2）　Tu　es　hbre？　［…　】Vraiment　non，　la　libert6　n’est　ni　pour　ces　astres
【…　】　ni　pour　toi（Smarh）qui　es　n6　et　qui　mourras，　ni　pour　moi
（Satan）qui　suis　n6　un　jour　et　qui　ne　mourrai　jamis，　peut－etre（18λ
一一 u神は意志の自由によって作用するものではない」（第1部定理32系1）（19）
の影響もみられる言葉であると思われる。（恣意は本来どこにも，神にさえもな
い）
このようにロマン主義的な色彩の濃い考え方がSaisset版が出版された後に書か
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れた初稿丁θη鰯わηにおいては，よりスピノザの影響が幅広いものになっているの
であるが（20），中でもフロベールのcr6ationに大きな影響を与えたのはスピノザの
orgue丑に対する考え方である。
一Le　comble　de　l’orguei1［…　】est　le　comble　de　Pignorance　desoi．mδme（21乏
一　〇rtous　ceux　que　j’entreprends　de　signaler　ici　d6rivent　de　ce　seul　fait，
que　les　hommes　supposent　commun6ment，　que　toutes　les　choses　de　la
Nature　agissent，　c・mme　eux－memes，，n。ue　d・un，　fin（22）．
人間はあらゆるものは自分たちの役に立っために存在すると考えている，たとえ
ば目はものを見るために，歯はそしゃくするために，植物や動物は人間を養うため
にあるのだと考えているが，それは一つのpr6jugeにすぎないというのがスピノザ
の主張である。
ものを目的性の観点からながめることを批判するこの考え方は自然科学の発展に
大きく貢献したのであるが，フロベールにとってもこの人間中心主義を否定する考
え方は多大の影響を与え，対立関係が作品創造へと移行する確たるより所となった
と考えることができよう。
たとえば3η2α酌において次のような一節がある。
1）　C・est　pour　nous，　voigtu，　que　1’6ternit6　est　faite，　pour　nous　autres【…　】
P・u，m。i（23λ
2）　tout　cela　est　trop　beau　pour　n，6tre　pas　fait　pour　l’homme，　pour　son
bonheur，　pour　sa　joie（24λ
これらはスピノザの説を知って書かれたとは思えない。
ところで初稿距寵傭oηでは
．．．ce　d6sert，　ces　montagnes　avec　ce　petit　endroit－ci　tout　expr6s　pour
moi．．．（25）（下線筆者）
一
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と3配α沈に似た一節があっても　　くIl　se　prom6ne　doucement，1’Orgue皿
marche　derri6re　lui　dans　son　ombre＞という文章が直後に書きそえられている。
ところでフロベールにはスピノザのこのorguenの思想を更に一歩進めているよ
うに思われる部分がある。
スピノザは次のように述べる。「…これからして動物の屠殺を禁ずるあの掟が健
全な理性によりはむしろ虚妄な迷信と女性的同情とに基づいていることが明らかで
ある。我々の利益を求める理性は，人間と結合するようにこそ教えはするが，動物，
あるいは人間本性とその本性を異にする物，と結合するようには教えはしない。
［…］実に彼らは本性上我々と一致しないし，また彼らの感情は人間の感情と本性
上異なるからである（26！」
この点でスピノザは根っからのキリスト教徒であるといえるが，フロベールの次
のような考え方は古代ギリシァの輪廻思想から，むしろ東洋の考え方に接近してい
るだろう。
Je　suis　le　frere　en　Dieu　de　tout　ce　qui　vit，　de　la　girafe　et　du　crocod∬e
comme　de　l・homme（27）．
@　　　　　　　　　　　　　　　　皿
ﾆころでフロベールは東方旅行からの帰途，コンスタンティノープルから親友ル
イ・ブィエにあてて次のような手紙を出している。
Apropos　de　sujets，　j’en　ai　trois，　qui　ne　sont　peut－etre　que　le　meme
et　ga　m，emmerde　consid6rablement：　1°砺θ〃μ∫∫dθ1）oπノπαπムlaquelle
j’ai　pens6　au　lazaret　de　Rhodes；2°1’histoire　d’．4ημわご∫，　la　femme　qui　veut
se　faire　baiser　par　le　dieu【…　13°mon　roman　fiamand　de　Iajeune　f皿1e
qui　meurt　vierge　et　mystique　entre　son　p6re　et　sa　m6re，　dans　une　petite
vi皿e　de　province，　au　fond　d’un　jardin　plant6　de　l…　】Ce　qui　me　turlupi一
ne，　c’est　la　parent6　d’id6es　entre　ces　trois　plans．　Dans　le　premier，
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1’am　our　in　assouvissable　sous　les　deux　formes　de　l’arn　our　terrestre　et　de
1’amour　mystique．　Dans　le　second，　meme　histoire【・一】Dans　le　troisi6me，
∬ss・nt　r6unis　d鋤s　la　meme　pers・nne，　etl・un　m6ne　al・autre【…］（28）
（下線筆者）
この手紙に見られるように，ひηθη嘘dθDoη」麗η，オ鰍傭（のちに
3α1αη〃ηわδになる），roman　flamand（のちにMαdαη2θβoyαηになる）は
amour　terrestreとamour　mystique一これはorgueUとfoiの対立という二項
性に還元されると思われるが一の葛藤として最初にconcevoirされているのであ
るが，このorgueH対foiという対立関係は単に二項対立の一つにすぎないのだろ
うか。むしろそれはフロベールの精神構造に深くかかわっているのではないだろう
か。
1）フロベールのfoiに関してサルトルはそのL知∫o’dθ1αEα〃2ゴ〃θの中で父
Achme－C160phasのscientismeに対しfoiを対置しようとする。
フロベールは父親の分析的なまなざしに対抗すべく，父なる全能の神を対抗させ
ることによって，Autre＝父に占領され，　passiveになっている自分を救いたいと
試みるが，結局失敗してしまう。それはフロベールが終局的に神を信じることがで
きなかったからだ，というのがサルトルの主張である。
従ってサルトルが　　く丑ne　trouve　rien　en　soi－meme　qui　ressembleきla
Foi（29）》という場合のFoiは全能の神という積極的かつ強い存在者に限られている
ように思われる。それ故inStinCt　religieUXまで否定しているわけではないのであ
る。もっともサルトルのいう宗教本能とは　　く　une　pulsion　qu’on　retrouve
chez　tous　les　membres　d’une　esp6ce｛m㎞ale＞（30）のことであり，　＜si
elle　vient　a　manquer　chez　quelqu，un，　丑faut　que　celui－ci　soit　un
monstre（31）〉（下線筆者）という言葉からも，ごく限られた，最も原始的な本能
といえるのではないだろうか。
2）サルトルのFoi論はさておき，フロベールのfoiについては　mysticisme，
m6tempsychose，　panth6isme，　asc6tismeなどに言及したものが多い（32）が，　これ
ら前三者は特に正統派キリスト教のドグマからはずれた傍流というべく，むしろ無
意識にその源を発する思想と考えられよう。
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それではフロベールのfoiにはどのような特徴が見られるだろうか。
Par　caprice　sans　doute，　si　je　suis　entr6　quelquefois　dans　une　6glise，
c，6tait　pour　6couter　l’orgue，　pour　admirer　les　statuettes　de　pierre　dans　leurs
niches；mais　quant　au　dogme，　je　n’allais　pas　jusqu’註1ui；je　me　sentais　bien
le　fils　de　Voltaire（33）（下線筆者）
端的に言えば，フランス革命後の宗教のない，あるいは理性神を信じる世代に育
ったフロベール（f廊de　Voltaire）にとって，　foiは無意識の領域に押し込められ，
前に引用した一節からも解るように，「教会」にひかれる自分を「オルガンの音を
聞くためだろう」，「多分気まぐれからだろう」と自分に言いきかせているように
思われる。
ところで無意識の領域は何かにつけて秘かに意識の領域に侵入してくるものであ
るが，そのことはフロベールが自分の芸術を宗教的な比喩で表現する場合が多いこ
とからも実証されるだろう。
a）　asc6te，　m　oineに自分をたとえる
b）　J，aime　mon　trava丑d，un　amour　fr6n6tique　et　perverti，　comme　un
総、6t，　le　c皿ice　qui　lui即att・le　vent・e（34）．
c）　L，auteur，　dans　son（〕euvre，　doit　etre　comme　Dieu　dans　l’univers，
pr6sent　partout，　et　visible　nulle　part（35）．
フロベールのfoiはorgueilの皮肉なまなざしによって一っの教義に成長するこ
とのできない切れ切れの感情といえるのではないだろうか。そしてそれ自身では顕
在化しないfoiがorgue丑という対立項をえることによって自らを顕在化してい
く過程一フロベールのcr6ationにはこのような意味もあるのではないだろうか。
自我の確立とともに成立したと思われるこのorguei1とfoiの対立関係が明らか
にフロベールの創作活動の一環をになうようになった時期，その成熟の過程などに
ついては前述した。
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IV
それではこのorgue丑とfoiの対立関係は初稿7セη∫α’∫oη以後の作品ではどのよ
うになっているだろうか。
3っのtypesに分けることができると思われる。
1）Type　r　　◎一一①　　別々の人物にor即e∬とfoiがそれぞれ具
現されている。
〔例〕
H6rodias中一D　Saint　Jean
Homais噌一ゆBoum、isien
Apollonius←ρSaint　Antoille
但しHomaisがBournisienを嫌う理由には，＜la　vue　d’un　eccl6siastique
lui　6tait　personnellement　d6sagr6able，　car　la　soutane　le　faisait　rever　au
1inceu1，，田，x6・煎1・un・un　p・u　p・・6P・uv㎝t・d・1’・ut・e．（36）》という一
節からもわかるように，次に述べるType　IIIの無意識にく坊主〉を嫌悪する気持
ちが含まれているが。
2）Type　II　　［亜］　　　　同一人物にorgue皿とfoiが具現されてい
るが，時間的に二つの時期に区分される。
（中世の聖人伝説などに多い）
〔例〕
F61icit6　（Un　Co・eur　simple）
・Saint　Julien
Saint　Antoine（moineになる以前の行状について一〇rgue∬の時期
一言及されている）
3）Type　III　　　O　　　　　同一人物にorguenとfoiが具現され・◎
F　　　　＝・conscient，⑪＝inconscientのような
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上下関係になる。（フロベール自身の心理
構造にもっとも近い）
〔例〕
Emma　Bovary
第1のSc6narioでエンマはすでに修道院で教育を受けることが言及されているが，
一・一一
ｭMme　Bovary（Marie）（signe　Maria，　Marianne　ou　Marietta），　fille　d，un　cultiva一
teur　ais6，61ev6e　au　couvent　a　Rouen（souvenir　de　ses　reves　quand　elle　passe
devant　Ie　couvent）．　Nobles　amies，　toHettes，　piano（37）〉（下線筆者）一修
道院で教育を受けたことはEmma　Bovaryにorgue丑とfoiの葛藤をもたらす。
1）　Emma　fut　int6rieurement　satisfaite　de　se　sentir　arriv6e　du　premier
coup　a　ce　rare　id6al　des　existences　pales　o血ne　parviennent　jamais　les　coeurs
m6diocres（38）．
2）　　1’orgue丑，　la　joie　de　se　dire：　＜　Je　suis　vertueuse＞，　et　de　se　regarder
dans　la　glace　en　prenant　des　poses　r6sign6es，　la　consolait　un　peu　du　sacrifice
qu’elle　croyait　faire（39）．
このような自己満足はorgue丑のために真実のfoiを経験できないエンマの姿を
現している。
そのエンマが宗教的な感情を経験する場面が二っある。
i）Angelusの鐘の音が一種の夢遊状態にさそう場面一第2部第6章
この状態でEmmaは無意識に司祭のところに走り，一くe皿e　avait　1’air　de
quelqu’un　qui　se　r6veme　d’un　songe（40）〉（下線筆者）　　あるいは修道女たち
の祈りの列の中にconfondueしたいという願望をもっ。　　・
ii）communionの場面
一・ P04一
Son　ame，　courbatue　d，orguei1，　se　reposait　enfin　dans　1，humilit6　chr6一
廿enne（41）．
またくUn　jour　qu’ils（Emma　et　L60n）s’6taient　quitt6s　de　bonne　heure，
et　qu’elle　s’en　revenait　seule　sur　le　boulevard，　eUe　apergut　les　murs　de　son
couvent（42）〉のように，エンマは知らないうちに（無意識に）修道院に近づいて
いる。
これらは，エンマ・ボヴァリーにとってfoiは無意識の状態，あるいはorgue丑
の疲れはてた瀕死の状態にしか経験されえないものである，ということを意味して
いるのではないだろうか。
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V
@それではこのorguei1とfoiはcr6ationにどのようにかかわっているだろうか。
Type　IIについては乙肋Coθμ75∫η2ρ1θ，3α’η’」π1ゴθη1裂05ρ∫’αZ∫θアのsc6nahos
とも簡略で，そのcr6ationに果した役割のほどは解らない。
1）Type　Iについて∬4アodゴ45の場合を例にとろう。
1／histoire　d’H6rodias，　telle　que　je　la　comprends，　n’a　aucun　rapport
avec　la　religion．　Ce　qui　me　s6duit　la－dedans，　c’est　la　mine　officielle　d’H6rode
（qui　6tait　un　vrai　pr6fet）et　la　figure　farouche　d’H6rode（qui　6tait　un　vrai
pr6fet）et　la　figure　farouche　d，H6rodias，　une　sorte　de　Cl60patre　et　de
Maintenon．　La　question　des　races　dominait　tout（43）．（下線筆者）
このようにフロベールは＜c6t6s　politiques＞を描きたいと述べ，また完成され
た作品では解りにくいのであるが一くIaokanann　1’empechait　de　vivre【…】
（St　Jean）poussait？〉としか最終稿では述べられていないし，　St　JeanがH6rodias
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に投げつけるくCes　injureS》の内容も明確にはされていない（44）－SC6nariOSを
見るとH6rodias＝orgue丑→St　Jean＝foiの対立関係が政治的な陰謀のかげにう
すれていくのがわかる。
H6rodias St　Jean
（orgue鉦） （foi）
M6pris　d’H6rodias　pournl’avait（H6rodias）attaqu6e
　　　　o唐盾氏@man COmme　inCeSte
Orgue∬ 　　　　　・iun jour　passant　devant
Haine　frεn6tique　contrelui　en　char）（45）
Jean
このようにH6rodias（0）とSaint　Jean（F）の対立関係の上に，　H6rodias一
H6rode（彼女のおじ，夫）関係がつけ加わり，政治的側面がフロベールのcr6a一
tionの過程に導入されたと考えられよう。
2）Saint　AntoineとApollopiusの対立は初稿7セη‘α”oη以来変わっていない。
3度書き直された作品の中で不変の部分として，それだけフロベールの心を深くと
らえていたのではないだろうか。
3）それではType　IIIの1吻dαη2θBoyαηにおいてはどうだろうか。
ところでフロベールのorguei1についてはFerr前eが《ce　que　l’orgueil　fit
de　Flaubert　en　amiti6，　en　amour，　et　dans　les　diverses　circonstances　de
la　vie　litt6raire（46）》について，性格の観点から述べているが，　Andr6　Via1は
Lθ7かεdl揚π醒σ」90yαη・μe　dlゴC’わηηα∫7θ4θ・F1σ㍑ゐε7’ノの中で，初稿7セη観’0η
とMαdα配θβoy砿yを比較し，＜La　Tθη’α’∫oηde　1849　marquait　un　progrさs
sensible　dans　ce　qu’on　pourrait　apPeler　la　gen合se　d6rob6e，　　inconnue　de
Flaubert　lui－meme，　de　ce　qui　serait　un　jour乃4々dα切εBovαり2（47）〉と論じて
いる。つまり聖アントニウスを誘惑する七大悪（Volupt6，0rguen，　Gourmandise，
Envie，　Col6re，　Paresse，　Avarice）がエンマをも誘惑していることを指摘している
が，その甲でorguenが他の六つの悪徳以上の重要な役割を果していることに気づ
いているように思われる。＜orgue∬，　partout，　auxHiaire　complaisant　des　autres
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ou　leur　adversaire》（48）
一方，　Gothot－MerschはM〃2θ．80yのアのsc6nariosについて，まず心理的動機
付けにフロベールは重点をおいていると述べている圃）。
また，フロベール自身初稿7セη観∫oηについて次のように述べている。
C’est　une（£uvre　manqu6e．　Tu　parles　de　perles．　Mais　les　perles　ne
font　pas　le　collier；c’est　le　f皿．　J，ai　6t6　moi－meme　dans　3α加’．4厩o∫ηθ1e
saint　Antoine　et　je　1’ai　oubli6【…　】Tout　depend　dU　plan．3αごη’．4ηω加θ
en　manque；1a　d6duction　des　id6es　s6v6rement　suivie　n’a　point　son　Paral一
161isme　dans　renchafnement　des　faits．　Avec　beaucoup　d’6chafaudages
dramatiques，　le　dramatique　manque（50）
従ってorgue∬と他の悪徳についても因果関係が見られるのではないだろうか。
たとえば次の例に見られるようにsc6nariosの段階ではorgue皿→col6reの
m＝causalit6がはるかに明確になる。
Sc6nario　6－【…　】elle　en　veut　a　son　mari　de　lui　avoir　fait　le　sacrifice
d・un　h。mm。・i・uped・u・【…】（51）
最終稿　一Ce　qui　l’exasp6rait，　c’est　que　Charles　n’avait　pas　l’air　de
se　douter　de　son　supplice．（52）（下線筆者）
次に〃掘α〃2θ．80りα1ツのsc6nariosを見てみよう。（以下S．と略す）
S1ですでに修道院で教育をうけることが言及されていることは前述したが，
＜61ev6e　au　couvent　a　Rouen（souvenir　de　ses　reves　quand　elle　passe　devant
le　couvent）Nobles　amies，　toilettes，　piano＞（下線筆者），一方，後のS60にも
souvenir　du　couvent（S62も同様）という言葉がみられることから，この修道
院という要素は作品創造においても大きな役割を担っているといえるだろう。
またS28でくEmma　se　pose　en　victime，　en　martyre【…　】　Orgueil　de
1a　vertu＞　（S31，32も同様），　S　33でくId6al　de　1’ange【…　10rguei1
de　la　femme　honnete》など⑥と①が接近して登場するのも対立関係
を示唆しているのではないだろうか。
foiは初期のsc6narios段階では示されているのに，次第に消えていくのも特徴
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といえるだろう。
例えば＜vie　p6cheresse＞という言葉はS1，　S　3，　S　6にはあるのに，　S　9以後で
は，直後のくLe　besoin　du　mensonge》の中に吸収されてしまったかのようであ
る。
また＜id6es　religieuses＞はS6，　S　9，　S　33，　S　36，　S　38，　S　45には見られるの
にS47以後は前後のくCommunion　dans　son　lit，　visions　de　Fiesole，
sentiments　de　shops　et　de　mi6vreries　religieuses》・に吸収されてしまったかの
ようである。
レオンに対する愛に関して　くEmma　ne　se　cache　plus　qu’elle　1’a㎞e，　mais　se
pose　en　martyre》（S31）（S27，　S　28，　S　31，　S　32も同様i）だったのが，　S33
ではく（Emma）Repousse　L60n，　par　des　faits》（下線筆者）となり，
＜martyre＞という言葉は消えうせてしまう。この言葉は一貫してフロベールの創
作活動を支えているがく具体的な事実〉の下に姿をかくしてしまうかのように。
＜asc6tism　e＞という言葉に関しても同様である。レオンがパリへ去った後のエ
ンマにとって〈Re－Tostes！〉の日々が始まる。　＜Besoin　d’asc6tisme＞（S32）
一この言葉はS36では〈Santξ〉にとって代わられ，（その前にくcaprices》
＜（EUe）Se　ravale　a　plaisir／lache　des　sottises＞（S33，　S　36）の章があるが）
＜lnqui6tudes　de　Charles》へという方向をたどる。
このようにfoiの問題は想像以上にMα4α常θBoηα7ツのcr6ationにかかわっ
ているように思われる。フロベールのEmma　Bovaryに対する皮肉なstyleにと
らわれすぎてはならないだろう（53）。
1’id6e　premi6re　que　j’avais　eue　6tait　d’en　faire　une　vierge，　vivant　au
m皿ieu　de　la　provillce【一・】J’ai　gard6　de　ce　premier　plan　tout　1’entourage
【．．．】，la　couleur　enfin．　Seulement，　pour　rendre　Phistoire　plus　compr6一
hensible　et　plus　amusante，　au　bon　sens　du　mot，　j’ai　invellt6　une　h6roine
plus　humaine，　une　femme　comme　on　en　voit　davalltage（54）．（下線筆者）
フロベールのこのような手紙はfoiから具体的事実への移行を示唆しているので
はないだろうか。
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worgue皿とfoiがフロベールに絶えずつきまとっているのは，　mystiqueになり
切れないフロベールの苦悩を表しているのではないだろうか。＜Sans　1’amour　de
1a　fome　j’eusseεt6　peut・etre　un霞and　mystyque（55）》
それではフロベール自身はこの対立関係をaufhebenしていくことができると考
えているだろうか。
Je　suis　descendu　en　courant　au　bord　de　la　mer，　a　travers　les　terraills
6boul6s　que　je　sautais　d’un　pied　sOr；je　levais　la　tete　avec　orgue丑，　je　respirais
fi合rement　la　brise　fraiche，　qui　s6chait　mes　cheveux　en　sueur；resprit　de
Dieu　me　remplissait，　je　me　sentais　le　coeur　grand，　j’adorais　quelque　chose
d’un　6trange　mouvement，　j’aurais　voulu　m’absorber　dans　la　lumi6re　du
soleil　et　me　perdre　dans　cette　immensit6　d，azur，　avec　1，0deur　qui　s，61evait
de　la　surface　des　f【ots；et　je　fus　pris　alors　d’ulle　joie　insens6e，　et　je　me
mis　a　marcher　comme　si　tout　le　bollheur　des　cieux　m’6tait　entr6　dalls
1・ame（56）．
このようにフロベールは＜mystique＞な経験を述べているが，この神秘的な体験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹
ｪ《回心》とならず一つのsouvenir，　sentiment　religieuxにとどまる場合，止揚は
考えられないのではないだろうか。フロベールは続けて書いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　・　　　　の　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　、　　　　　　　　　●ouis　ce　fut　tout；bien　vite　je　me　rapPelai　que　Je　vlvals，　Je　revmsζmo1，
【…　］Je　rev血s　le　soir　chez　nous，　je　repassai　pal　les　memes　chemins，　je
revis　sur　le　sable　la　trace　de　mes　pieds　et　dans　1’herbe　la　place　oh　je　m’6tais
couch6；il　me　sembla　que　j’avais　rev6．11　y　a　des　jours　o心1’on　a　v6cu　deux
，xi、t，nce，，1、、ec。nd，　d旬a　n・，、t　plu，　qu・1，・・u・・ni・d・1・p・emi6・e（57）．
（下線筆者）
すでに述べた〃認α醒εβoyα7ツにおけるcommunionの場面でも，瀕死の重態にお
ち入ったエンマはfoiを獲得したと思いこむが，病気が回復するに従って思い出だ
けを残して，その体験はうすれていく（58）。まるでorguei1は生きている限り決し
てとり除きうるものではない，生命そのものであると主張してい．るかのように。
フロベールにとって，この対立関係こそが真実だったのではないだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　，
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